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一、シャーマニズム・シャーマン用語説明
　
シャーマニズムの研究史をみると、シャーマンとシャーマニ
ズムの定義をめぐる論争は二十世紀の頭ごろからはじまり、まだ決定されていない。本研究にあたって使用するのは以下の佐々木宏幹の定義である。
〝シャーマン〟の語は語原的にはツングース語に由来し、狭義には北東アジア、中央アジアに分布する諸族の呪術―宗教的職能者を指すのに用いられているが、
シャーマン
の呪術‐宗教的特質は、 （１）超自然的存在（神霊・精霊）との直接接触・交流からその力能をえ、 （２）超自然的存在との直接 触・交流 よって役割を果たし、 （３）力能
を行使している（役割を果たしている）間は常通意識の変異状態（
altered state of consciousness ）にある、という
ところにあるので、この語は北方の特殊地域の職能者に限定せず、グローバルに存在する類似の職能者にも広く適用すべきであるという見方がある
（1
（
。
 （引用文中の傍線は論者によるもの。以下同様である。 ）
　
シャーマンの特質は、トランス状態を伴う超自然的存在との
直接接触によって、役割をはたすこと、とされている。この定義は、シャーマニズム研究での各論にそれほど干渉しないものであり、かつ現実 近く、曖昧さ 生じ くいシャーマンの定義である。この交流
− 役割
− 意識の変異状態という関係のトラ
イアングルは重要であり、本論においても後でジョバンニの体
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験を分析する際に使用する。　
イニシエーションは、よく「通過儀礼」と訳され、その代わ
りに使われるようになったが、実はカテゴリー的に異なる。通過儀礼は、文字どおり 、ある存在のあり方から別の存在のあり方への間を通過す 儀礼をいう め 葬式、結婚式、妊娠期間や婚約期間の儀礼、加入式などに広くみられる。イニシエーションは、この最後の加入式（礼） 最も近い。しかし、 『日本国語大辞典』による「青年男女が民族や宗教団体などに成員として加入するための通過儀
式
（2
（
。 」という定義にもあるような
意味だけではなく、ある存在の段階から別の存在の段階へ生まれ変わるために行う試練のプロセス いい、特にその修練や生まれ変わりを大切とする用語として幅広く 。 本論では、物語の主人公のより神秘的な体験に注目したいため 同じ意味で用いる。また、イニシエー にも通 構成がみられるため、本論ではそれほど言葉にこだわらず、 「イニシエーション」を使うことにする。
二、 「銀河鉄道の夜」とシャーマ二ズムの研究
　「銀河鉄道の夜」の初稿は一九二四年のものであり、
一九三一年まで推敲が繰り返される。宮沢賢治は一九三三年に死去し、第四次稿に至った「銀河鉄道の夜」は未完のままに遺される。とはいえ、賢治が亡くなった翌年刊行の、初出ともなる文圃堂版全集の「銀河鉄道の夜」は未定稿であり、第一次稿から第四次稿まであることは一九七四年の筑摩書房版の『校本宮澤賢治全集』で初めて研究者に決められた。ところが、特に第一・二・三次稿と第四次稿（前者は初期形、後者は最終形と呼ばれるようになっている）の間には差異が大きい。筑摩書房にて出版された最新の 『 【新】 校本宮沢賢治全集』 の第十巻に第一・二・三次稿が、その第十一巻に第四次稿が収められている 本論では最終形をテクストとし、 必要に応じ 第三次稿も挙げる。引用した本文は『 【新】校本宮澤賢治全集 十一巻童話Ⅳ本文篇
（3
（
』を使う。本論で「」で抜き出し、注を付けていないものは
すべて本文である。　
宮沢賢治がシャーマニズムという宗教的現象についてよく
知っていたことは幾度か指摘されてき
た
（4
（
。宮沢賢治の著作に
「シャーマン山」という
言葉がみられ
る
（5
（
ことからも、それは明
らかである。　
論者が調べた限りでは、日本において「銀河鉄道の夜」につ
いて「シャーマン」の連想で始めて述べ もの 二〇〇一年
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鎌田東二による『宮沢賢治「銀河鉄道の夜」精読
（6
（
』である。最
初の一行から書かれているのは、以下の印象的な文である。
　
宮沢賢治は鳥の方向感覚と言葉を持つ鳥シャーマンであ
る、というのがわたしの基本的な宮沢賢治観である。鳥シャーマンは、風の流れを読み、天の気と地の気を探知し、その気息と気脈に沿って飛翔の方向を定め、天と地を行き来し、さらには異次元界に参入する。 〈中略〉　
原始シャーマンには、鳥シャーマンと蛇シャーマンの二
種類があったとわたし 考えているが、そ 原始シャーマン二 を定立するなら、宮沢賢治は鳥シャーマンの類型の典型的な末裔である いえよう。
鳥シャーマンの特徴は、
天空・風・飛翔・脱魂・霊界遍歴であり、蛇シャーマンの特徴は大地・水・神がかり 憑霊であ 。宮沢賢治 主著といえる『銀河鉄道の夜』はその鳥シャーマンの孤独と栄光が端的に物語られている
（7
（
。
　
鎌田は、宮沢賢治が鳥シャーマンであるとし、鳥シャーマン
の特徴は天空、風、飛翔、脱魂、霊界遍歴などであるとも示している。さらに、 「銀河鉄道の夜」ではそれらが語られている
という
鎌田の指摘は、 「銀河鉄道の夜」におけるシャーマン的
な要素についての大きなヒントとなる。 しかし、
「銀河鉄道の夜」
の場合にお て具体的に、それぞれどんな意味を持っているのかは明確に説明されていない。というよりは、
「銀河鉄道の夜」
への解釈では、鎌田は主人公のジョバンニの孤独と彼の「みんなのほんたうのさいはひ」と「ほんたうのたった一人の神さま」の追求を特に主張しており、シャーマニズムの理論から分析していない。 「あえてとても大げ な言 方をすれば、 『銀河鉄道の夜』は、世界教師・宇宙シャーマン・銀河菩薩の誕生のイニシエーション的な物語であ
る
（8
（
。」という断言からも読み取れる
ように、鎌田はいくつかの要素を取り入れ、特にジョバンニの菩薩行に重みが置かれている。　
したがって、賢治研究史において鎌田が始めて「銀河鉄道の
夜」とシャーマンについ 述べたが、彼 観点はシャーマニズム論からより、むしろ「シャーマン」の概念を隠喩的に用いた仏教的な視点だったため、 最初の
「銀河鉄道の夜」
にみるシャー
マニズムというアプローチをしたのは岡部隆志であるといえる。それは二〇〇六年の「 『銀河鉄道 論―〈巫者〉としてのジョバンニ」 という論文
（9
（
である。岡部は次のように述べる。
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『チベットの死者の書』はシャーマンの代わりに死者を導く役割を負っているともいえるのだが、ここでの関心からいえば、シャーマンもこの書も、死者そのものではなく、死者を導き 死者もしくは死者が行くべき光あふれる世界を「見る」位置にあるということだ。ということは、よだかや蝎が自分の身体が燃えるのを「見る」とき 、 その「見る」位置にある、ということだ。つまり、ここで いたいことは、よだかや蝎自身を「見る」主体に、シャーマニズムの痕跡があるということなのであ 。　
よだかも蝎も、 仏の紺青の光の世界に行く死者であるが、
それを「見る」のは、実は死者の導き手 シャーマン的な主体なのだ
（（1
（
。
　
岡部の視点は、鎌田とは異なり、著者を触れない。物語その
ものに登場する人物に見えるシャーマン的な要素を読み取ろうとしているのであ 。岡部は「ジョバンニは巫者の役割を負わされている。つまり、死者ではなく「見る」存在として登場しているのだ
（（
（
。 」と断言し、 「銀河鉄道の夜」とシャーマニズムと
の間に具体的にどのような関係があるのかを、明らかにする。賢治作品のテクストとシャーマニズムとのより直接的な関係、
そしてシャーマンとしての主人公ジョバンニの位置について、初めて述べられている。 かし、岡部はシャーマニズムの痕跡がどこに見えるのかを指摘するが、その論を物語へのより広い解釈までには発展させない。　
なお、日本では最初の先行研究になるのは鎌田東二の研究で
あると先程述べたが、海外では萩原孝雄が一九八五年に「宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』 おけ ニズムと語りの技法
（（1
（
」という題で初めて「銀河鉄道の夜」をシャーマニズムに結
びつけるのを試みた。萩原は「銀河鉄道の夜」の最初の五章すなわち主人公が夢のなかの旅に行く前の部分に焦点を合わせ、そこには《文学的シャーマニスチックな技法
（（1
（
》が見られる
と指摘している。その技法を通じて、賢治 読者を自分のファンタジーの魔法の世界に誘導させる、 とも説明する
（（2
（
。萩原は 「語
りの技法」に注目するが、こ 論文は、主人公 トランス 導く要素 より具体的な分析において、本論に意向として最も近い。　
このように、先行研究において、 「銀河鉄道の夜」はシャー
マニズムとの関連で触れられることがあるが、シャーマニズムの理論からこの物語がどう読むことができ か、については明らかされていない。そこに、 論者は新た アプローチを試み 。
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　「銀河鉄道の夜」のなかに、シャーマン的な要素を検討するなら、
（
1）主人公ジョバンニはシャーマンの定義に一致するか、
ジョバンニの冒険がシャーマン的なイニシエーションの儀礼のパターンに類似するのか、
さら
には、
（
2）
ジョバンニが遭遇
する人物は、シャーマンが直接交流する超自然的存在のカテゴリーに入るのか そして、
（
3）シャーマニズムの世界のレパー
トリーに属す シンボルが物語のなかにあるのか、を問わなければならない。 本論では、
（
1） つまり主人公ジョバンニのシャー
マン的な属性と、 そのイニシエーショ 体験の問題を中心とし、物語を辿り が 、吟味する。それを通じて、 「銀河鉄道の夜」の全体的な筋、ひいては物語 主題を理解するための一つの鍵
キー
を示唆したい。
三、
　
シャーマンとしてのジョバンニのイニシエーション
　
イニシエーションといえば、既に用語説明でみたが、最も明
白なことは「生まれ変わる」ことであろう。 「生まれ変わる」ためには旅が前提となる。生まれ変わる人 す わち修練者は旅に出掛け、その旅は、大雑把にいう 、次のように成り立つ。現界（日常世界）を離れ、 異界（非日常世界）に入って遍歴し、
現界に戻る。　「銀河鉄道の夜」にこのようなイニシエーションのパターンがみられることは、既に先行研究で注目されている
（（1
（
。本論に意
味深いのは、川村邦光の以下の説明である。
地上を超えた天空への旅立ち、仄めかされた予兆としての死、カムパネルラとジョバンニとの天の川銀河の旅のプロセス、そして突如とした永劫 別れが語り綴られ、地上に戻ると、予兆としての死が実現してしまうという、死別をモティーフにしたイニシエーション・通過儀礼の構図になっている。 それは、 カムパネルラの死出の旅とそれ ジョバンニが同行する道行きである。　
とわいえ、主人公のジョバンニに立脚すると、別の様相
が現れてくる。入眠し、夢の天空旅行 して、目覚めるというプロセス、言い換えると、地上からの離脱、天空への飛翔、地上への帰還と うプロセス よって構成され 離脱・彷徨・帰還をモティーフにした構図 な いる。そこには、擬死 再生のイニシエーション・通過儀礼の 造が組み込まれていると言うことができよう。　
前者を弔いのイニシエーション、後者を生のイニシエー
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ションと呼んでおこう
（（1
（
。
　
川村は、弔いと生の二つのイニシエーションのプロセスを区
別して
おり、それぞれを踏まえながら、多面的に詳述するが、
シャーマニズムについて言及していない。ここで重要なのは、川村が指摘する離脱・彷徨・帰還という三段からなる一般的なイニシエーション過程の構成である。　
アルノルト・ファン・ヘネップの言葉
（（1
（
を用いるなら、通過儀
礼（イニシエーション）は分離（境
プレリミネール
界前） ・過渡（境
リミネー ル
界上） ・統
合（境
ポストリミネール
界後）の三段階からなるものだという。 「銀河鉄道の夜」
の物語もこの三段階（これからフェーズという）に分けられる。すなわち第一フェーズは分離、 第二フェーズは過渡、 第三フェーズは統合である。ジョバン の旅にはそのすべてがある。ジョバンニが青い琴の星に誘われ、夢 中への飛翔した時点は、第一フェー と第二フェーズの間における一つ目の境界、丘の草のなかで目覚める時点は、第二フェーズと第三フェーズの間における二つ目の境界 して考えられる。　
この三つのフェーズを念頭に置いて、主人公ジョバンニの旅
を辿りながら、シャーマンとして 彼を位置づけ、第二フェーズに行われる特殊なイニシエーション 過程 焦点を合わせる
ことにしたい。
第一フェーズ〈分離〉
　
第一フェーズは主人公ジョバンニに所謂ソーシャル・アウト
キャストのような位置づけをするフェーズである。物語は、
「で
はみなさんは、さ いふふう 川だと云はれたり、乳の流れたあとだと云はれたりしてゐた のぼんやりと白いものがほんたうは何か
ご承知ですか。 」
という「午后の授業」の先生のより
哲学的な問いから始まる。村瀬学がこの問いの関連で以下のように説明する。
　
何かを知る、という時、私たちはその何かを前にして、
それを「直接」に知るということはない。一見すると「直接」に対象を知ってゆくように見える時でも、よく見てみると必ず何らかの「知識」を「媒介」にして、それを手がかりにして対象を知っているのが見えてくる
（（1
（
。
 
　
村瀬が説明するように、我々が知っている知識というのは、
ほとんど媒介によるもの、すなわち教科書や先人に習ったもの
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であり、実は「ホントウ」のものなのか「ウソ」のものなのかということは知らない。本文をみると、
カムパネルラが手をあげました。それから四五人手をあげました。
ジョバンニも手をあげやうとして、 急いでそのまゝ
やめ たしかにあれがみんな星だと、いつか雑誌で読んだので が、このごろはジョバンニはまるで毎日教室でもねむく、本を読むひまも読む本もないので、なんだかどんなこともよくわからないとい
ふ
気持ちがするの
でした。
「ぼんやりと白いものが何か」と先生に聞かれ、生徒はみんな教科書、 雑誌、 ラジオなどで知ったことを返そうとするが、 ジョバンニは「手をあげやうとして、急いでそのまゝやめ」た。つまり、生徒 みんな、先生が求め いる「ホントウ」に気が付かず引っかかり、ジョバンニだけが雑誌 読んだ が本当なのかと考え、 返事をためらう。この「ホントウ」は、 銀河でジョバンニが求める「ほんたうの幸」に結び付けられているが、この最初の場面だけでも、ジョバンニは特異な存在とし 位置付けがなされている。彼は、町（コミュ ティ、社会）の他の人
とは違い、異質な知識を求めるのである。　
次の「活版所」と「家」の章では、 さらにジョバンニのコミュ
ニティのなかでの特別な位置が裏付けられる。 「活版所」の章では、ジョバンニがいつも授業中に眠たがっている理由が判明する。彼は、同級生とは違い、働かざるをえないことが分かる。ジョバンニの仕事は退屈でつまらない仕事であり、ディストピアを思い出させるような現場 、ジョバンニは「虫め ね君」と呼ばれ、からかわれていた。　
さらに、 「家」という章では、ジョバンニの家が「裏町の小
さな家」だと描写され、母親は「入口の室に白い巾を被って寝んでゐた」ことから、病気だと分かる。父親 北 海へ密漁に行っているという噂が町で広がっており それを種 同級生がジョバンニを虐げる。　
このように、ジョバンニの社会的な位置は特別 あるように
描かれているが、シャーマニズムの研究でも、シャーマン なる人物はコミュニティのなかにおいて異人と思われることが一般的である、と指摘されてきた。
 例えば、堀一郎は『日本の
シャーマニズム』のなかで「一般にシャーマンの資質とし神経質で気むずかしく、興奮しやすく、夢みがちであり、幻覚や意識喪失、失神やてんかん性発作をおこしやすい性格をもっ
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ているといわれる
（（1
（
。 」としている。
　「ケンタウル祭の夜」を標題とする次の章を見てみると、シャーマンとしてのジョバンニのイメージを示すいくつかのヒントがあらわれる。まず、ビジョン ような次の描写がある。
坂の下に大きな一つの街燈が、青白く立派に光って立ってゐました。ジョバンニが、どんどん電燈の方へ下りて行きますと、いままでばけもののやうに、長くぼんやり、うしろへ引いてゐたジョバンニの影ばうしは だんだ 濃く黒くはっきりなって、足をあげたり手を振ったり、ジョバンニの横の方 まは 来るのでし 。（ぼくは立派な機関車だ。ここは
勾配
だから速いぞ。ぼく
はいまその電燈を通り越す。そうら、こんどはぼくの影法師はコムパスだ。あんなにくるっと はって、前 方へ来た。 ）
　
ジョバンニの想像力により、影法師も一瞬、生きているかの
ように描写される。この描写は、後のジョバンニの魂が体から離れる可能性を示唆している。　
ザネリとすれ違い、彼に「ジョバンニ、お父さんから、らっ
この上着が来るよ。
」と意地悪を言われた後、ジョバンニは時
計屋に着く。そこで並んでいる「石でこさえたふくらふ」 、 「宝石」 、 「銅の人馬」 、 「円 黒い星座早見」がマジシャンの道具のようにみえる。そして、
ジョバンニはわれを忘れて、 その星座の図に見入りました
。
〈中略〉
またそのうしろには三
本の脚のつ
いた小さな望遠
鏡が黄いろに光って立って
ゐ
ましたしいちばんう
しろの
壁には
空
ぢ〔ゅ〕
うの星座をふしぎ
な獣や蛇や魚や瓶の
形に書いた大きな図がかかって
ゐ
ました。ほん
た
うにこ
んな
や
う
な蝎だ
の勇士だのそらにぎっしり居るだ
ら
うか、
あゝ
ぼくはその中をどこまでも歩いて見たい
と思ってた
りしてしばらくぼんやり立って居ました。
　
ギリシャ神話をイメージする星座を見、ジョバンニは「その
中をどこまでも歩いて見たい」と思っている。ここで、ジョバンニが異次元に入りた という願望が明らかになり、彼に与えられたシャーマンへの召命が定まってきていることが描写される。　
店を離れ、
牛乳屋
に寄り、ジョバンニは再びザネリと会う。
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「ジョバンニ、らっこの上着が来るよ。
」とザネリに先程と同様
の意地悪を言われ、他の同級生にも同じ言葉を叫ばれる。そして、 ジョバンニは「黒い丘の方へ」走り出す。この時点は、 ジョバンニが完全にコミュニティから仲間はずれになる時点であり、ジョバンニのイニシエーション 引き金となる危機的な点でもあるといえる。ジョバンニが向かう「黒い丘」には次の章の題名にもなる「天気輪の柱」がある。 「天気輪の柱 という不思議なオブジェについては、柱信仰との関わり深いシャーマン的なシンボリズムがあると見なされ
（11
（
、天気輪の柱が立つ丘
はシャーマンが天上に上る聖な 場所でもある。　
ジョバンニは夜の空を見るが、この空は、冒頭で先生が生徒
たちに示した教科書の「がらんとした冷い」空 はならない。そして、 「
ジョバンニは青い
琴
の星が、三つにも四つにもなっ
て、ちらちら瞬き、脚が何べんも出た 引っ込んだりして、たうたう蕈のやうに長く延びるのを見」 、周りが歪 で行き、ジョバンニにビジョンが起こり 彼はシャーマンのエクスタシー体験を伴う所謂トランス状態に入る。　
ジョバンニの孤独とそれが持っている物語の構成における重
要性について注目し 鎌田は、 「
この孤独がなければ、ジョバ
ンニの物語は始まらないし 銀河鉄道の旅も『ほんたうのさい
はひ』の探究も生まれない。ほんとうの旅は独りになることから始まるのだ
（1
（
。 」 と断言し、 孤独が菩薩行の前提だとも指摘する。
前提とされた孤独は、第一フェーズでは「シャーマン」になるべき修練者の社会（コミュニティ）からの分離との関連で考えられる。 述したように、ジョバンニは疎外され、周縁に追いやられる追放者と て位置付けられている。シャーマニズムの理論家であ ミルチャ・エリアーデの言葉を借りるなら、 「天職とか、少なくとも宗教的危機のしるしをあらわす特殊の力によって仲間から切離された」 、 「自己 宗教体験の強烈さによってその共同社会の残りの人々とはっきり区別される
（11
（
」シャーマ
ンのような者だといえる。
第二フェーズ〈過渡〉
　
第二フェーズはジョバンニのエクスタシー体験を語るフェー
ズである。このフェーズは、本文の第六章の「銀河ステーション」から始まる。具体的にいうと、ジョバンニが異界へのポタルとなる天気輪の柱（この時に天気輪の柱がジョバンニのすぐ後ろに暗示的に設定される）が「
ぼんやりした三角標の形
」
になるのを目撃し、先の歪んだ幻視が安定していくように見え
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るというところからである。暫くすると、 「銀河ステーション、銀河ステーションと云う声」 が聞こえ、 光の爆発が起きる。ジョバンニのエクスタシーの旅が始まり、彼は乗った覚えもない汽車にいるのが分かる。前の席に友達のカムパネルラが現れ、銀河の魅惑的なシーンが続々と出現していく。　「北十字とプリオシン海岸」という第七章に入ると、カムパネラが「おっかさんは、ぼくをゆるして下さるだろうか。 」
と
自問するように言い、それはジョバンニに っても自分の母親を思い出 起点になる。原文に 、ジョバンニが考えてい ことを表す丸括弧で「
（
あゝ、
さ
うだ、ぼくのおっかさんは、あ
の遠い一つのちりのやう 見える橙いろ 三角標のあたり ゐらっしゃって、いまぼくのことを考へてゐるんだった ）
」と書
かれる。カムパネルラは汽車で初めて話し出したときに、顔色が青ざめ、少 苦しく見え、 「
するとジョバンニも、なんだか
どこかに、何が忘れたものがあるといふやうな、おか な気持ちがしてだまって」しまう。　
この夢の中の旅（第二フェーズ）では、ジョバンニが現世を
思い出そうとするが、何か忘れたような気がする、あるいは逆に、何かずっと忘れていたが 今思い出したような気がす 箇所がいくつ ある。
「 〈前略〉ぜんたいあなた方は、どちらからおいでですか。 」
 
ジョバンニは、すぐ返事しやうと思ひましたけれども、さあ、ぜんたいどこから来たのか、もうどうしても考へつきませんでした。そこらから小さな〔
原文ママ嘆息〕やいのりの声が聞えジョバンニ
もカムパネルラもいままで忘れてゐたいろいろのことをぼんやり思ひ出して眼が熱くなりました。
　
銀河鉄道という空間において、現世の出来事がジョバンニの
記憶から薄れているところはあるようだが、現世をすべて忘れているわけではない。むしろ、ジョバンニは場所的、時間的なものを忘れるが、母親のことを始めとす 精神的なものは忘れない。言い換え と 彼の魂は単に放浪するのではなく、その間のトランス状態には、ある程度のコントロールがあるといえる。 「銀河鉄道の夜」の第三次稿で 、 「ブルカニロ博士」という人物の声がジョバンニを導くので、ジョバンニは催眠状態にいるように思える。さらに、第三次稿 はブルカニロ博士は、ジョバンニが目覚め 前にも後にも、二度と現れる。その間以下のように描かれる。
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あのセロのやうな声がしたと思ふとジョバンニはあの天の川がもうまるで遠く遠くなって風が吹き自分はまっすぐに草の丘に立ってゐるのを見また遠くからあのブルカニロ博士の足
[ お
] とのしづかに近づいて来るのをききました
（11
（
。
　
ここでは、ジョバンニは自分を見下ろしている。幽体離脱の
ような状態がより明白にあらわされている。　
この第二フェーズでは、ジョバンニは銀河の風景を見なが
ら、様々な不思議な人物と出会う。銀河でジョバンニが不思議な人物に遭遇するのは、偶然ではない カムパネルラや青年たちのような死者に接することによって、シャーマンの見習い生のジョバンニは「死」を学ぶのであ 、 死者たちとの交流はジョバンニが自分のイニシエーションを完成させるもう一つの方法である。同じく、 「鳥捕り」をはじめとする精霊に 、シャーマンにな ジョバンニを、不慣れ 空間に慣れ親しませる役割がある。これは前述した佐々木の定義にある 「超自 的存在 （神霊・精霊）との直接接触・交流」というところ 当たり、シャーマニズムの研究では死者や精霊 役割がよく指摘される。それらの役割については、筆者が試みる新たなアプロ チのなかに
別の問題（ 「二」で既述した（
2）の問い）の対象になるため、
別稿で論じることにしたい。ここでは、ジョバンニの夢（トランス）の間に行われるイニシエーション過程の特徴について説明する。　
ジョバンニのイニシエーションを独自のものにするのは、孤
独が過渡という第二フェーズでも大切な役割を果 すことである。物語の展開を見てみると、主人公ジョバンニの孤独は、段階を踏むプロセスであることが分か 。　
第八章の「鳥を捕る人」では、鳥捕りという「茶いろの少し
ぼろぼろの外套を着て、白い巾でつつんだ荷物を、二つに分けて肩に掛けた、赤髯のせなかのかがんだ人」が現れ、次のように対話をする。
「あなた方は、どちらへ入らっしゃるんですか。 」「どこまでも行くんです。 」ジョバンニは、少しきまり悪さうに答へました。「それはいいね。この汽車は、じっさい、どこまででも行きますぜ。 」「あなたはどこへ行くんです。 」カムパネルラが、 いきなり、喧嘩のやうにたずねましたので、ジョバンニは、思はずわ
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らひました。
　
ジョバンニとカムパネルラと鳥捕りの会話であるが、ジョバ
ンニのすこし意地悪な姿が見える。　
ところが、鳥捕りが二人に雁を食べさせる場面では、ジョバ
ンニは「 （ 〈前略〉ぼくは、このひとをばかにしながら、この人のお菓子をたべてゐるのは、大へん気 毒だ。 ）とおもひ」 初めて自分の行為を意識す 。鳥捕りが消える直前に、ジョバンニには、鳥捕りの「ほんたうの幸になるなら」 、彼のかわりに「あの光る天の川の河原に立って百年つゞけて立って鳥をとってやってもいゝ」という心情が湧き上がってくる。ここで、初めてジョバンニの孤独は自分から他人へ移行する。さ に、鳥捕りが姿を消したときに、ジョバンニは次 よう カムパネルラと対話する。
「あの人どこへ行ったらう。 」カムパネルラもぼんやりさう云ってゐました。「どこへ行った
ら
う。一体どこでまたあ
ふ
の
だらう。僕は
どうしても少しあの人に物を言わなかったらう。 」「あゝ、僕もさう思ってゐるよ。 」
「
僕はあの人が邪魔なやうな気がしたんだ。だから僕は大へんつらい。 」ジョバンニはこんな変てこな気もちは、ほんたうにはじめてだし、こんなこと今まで云ったこともないと思ひました。
　
これは、姿を消した人に対する自分の行為を意識したという
より、明らかに反省したといえる場面である。　
弟と家庭教師の青年とともに海難事故で死去し、銀河鉄道の
汽車に乗ってきた少女と談話するカムパネルラを見るときには、ジョバンニは「 （あゝほんたうにどこまでもどこまでも僕といっしょに行くひとはないだろうか。 ン だってあんな女の子とおもしろさうに談してゐるし僕はほんたうにつらいなあ。 ） 」 思い、嫉妬する。さらに、赤い「蝎の火」を見物するとき、蝎はいい虫だという少女の意見を「蝎いゝ虫ぢゃないよ。
」と反駁し、姉弟と青年の三人が十字架の立つサウザン
クロス（南十字）の駅で降りる前 、ジョバンニは彼らと「神さま」について論争する。　
ところが、彼らとの最後の別れだと感じたとき、ジョバンニ
は次ように行動する。
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みんなほんたうに別れが惜しさうでその顔いろも少し青ざめて見えました。ジョバンニはあぶなく声をあげて泣き出さうとしました。〈中略〉「ぢゃさよなら。 」 女の子がふりかへって二人に云ひました。「さよなら。 」ジョバンニはまるで泣き出したいのをこらへて怒ったやうにぶっきり棒に云ひました。
　
つまり、鳥捕りの場合と同様に、ジョバンニは自己陶酔から
自己反省の孤独へ次第に移ることで、彼のイニシエーションが行われるのである。　
青年たちと離れたら、ジョバンニは「カムパネルラ、また僕
たち二人きりになったねえ、どこまでもどこまでも一緒に行かう。僕はもうあのさそりのやうにほんたうにみんなの幸のためならば僕のからだなんか百ぺん灼いてもか はない。 」と言う。ジョバンニが「みんなの幸い」を求める場面である。 れについては、 鎌田は これほど強く 「みんなの幸」 を求めている人が、どうしようもなく「みんな」から外れていて深い孤独の中に沈んでいるとい 逆説的な事態
（12
（
。 」と述べ、
「みんなの幸い」を求
めるジョバンニが、 に孤独に陥るという、逆説的な事態にあ
る。　
このように、 ジョバンニは最初に鳥捕りに無愛想に答えたり、
カムパネルラや少女を妬んだり、青年たちと論争したりするのだが、毎回、最終的にそれぞれの相手と離れがたくなる。ここでは、二つのプロセスが進んでいるといえる。一つ目は、周りの人が一人一人消え 後にはカムパネルラも姿を消し、ジョバンニは一人ぼっちになるというプロセスである。二つ目は、ジョ の意識は自分から消える他人へ、あるいは〈僕がつらい〉という意識から〈みんなの幸〉を求める意識へ移るというプロセスである。　
以下はカムパネルラと離れる前の場面である。「あ、あすこ石炭袋だよ。そらの孔だよ。 」カムパネルラが少しそっちを避けるやうにしながら天の川のひととこを指さしま た。ジョバンニはそっちを見てまるでぎくっ してしまひ 天の川の一とこ 大きなまっくらな孔がどほんとあいてゐるのです。その底がどれほど深いかその奥に何があるか くら眼をこ って ぞいてもなんにも見えずたゞ眼 しんしんと痛む した。
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ここで書かれる「石炭袋」かつ「まっくらな孔」は天文学上
では星雲のことだが、物語においては、イニシエーションの最終的な段階であり、先に述べた二つのプロセスが融合する（鎌田の言う「逆説的な事態」 解消される）意味が含まれる。　
まとめていうと、 「天気輪の柱」から「まっくらな孔」まで
の間を占める第二フェーズは、ジョバンニの試練（実際のイニシエーション）を語る。鎌田が物語の根源とした孤独が、第二フェーズ イニシエーション過程においても 重要な役割を果たす。トランス状態を伴うジ バンニ 銀河での体験にも段階があるようにみえ、ジョバンニは、出会う人物によって、次第に本質が変わっていく。
第三フェーズ〈統合〉
　
第三フェーズは、ジョバンニがもとの丘の上に目覚めてから
の、 「ジョバンニの切符」という第九章 終わりの部分である。作品が未完で遺されていることもあり、この第三フェーズは短い。ジョバンニは、丘から町 向かう途中 牧場に寄り、牛乳瓶を一本もらう。そして、マルソという子に会い、カムパネルラがザネリを助けようと 溺死したことを知る。 川辺に行っ
たジョバンニは、カムパネルラの父親に会い、彼に自分の父親が近いうちに帰るという情報を得る。ジョバンニはそれを知らせるために、牛乳を持って、母親のところへ帰ると うところで物語が終わる。　「みんな」から、すなわちコミュニティから逃げた者がコミュニティの幸せを思い、働くためにコミュニティに戻る。無定形の世界から秩序立っ 構成のある世界へ戻るということであ
る。
　
エリアーデは以下のようにを説明している。
すべての加入礼の中心的な部分では儀礼によって修練者の死と、また生ある者たちの中への彼の帰還が象徴的に表現されることになるのである。しかし彼は、別様の存在の形態を受け容れた ったく新しい人間と て、 生へ帰還する。加入礼的な死は、幼年期の終わりと、無知の終わりと、世俗的な状 の終わりを同時に意味する
（11
（
。
　
要するに、主人公ジョバンニは「生ある者たち」の世界から
分離され、 過渡の時間
･
空間を経た最後に「別の人間」になり、
「生ある者たち」の世界に帰還して統合されるわけである。本文の終わりは「一目散に河原を街の方へ走りました」となって
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おり、これで、街、つまり「生ある者たち」のもとに帰還し、その幸福に力を尽くすという志向が仄めかされ、ジョバンニのイニシエーションの物語が終わるのである。　
文章自体が乏しいため、欠けているところを読者が想像で埋
める作業が必要になるが、この第三フェーズについて注目したいことが二つある。　
まず、本文の次のところをみよう。
下流の方の川はゞいっぱい銀河が巨きく写ってまるで水のないそのまゝ そらのやうに見えました。　
ジョバンニはそのカムパネルラはもうあの銀河のはずれ
にしかゐ い
とい
ふや
うな気がしてしかたなかったのです。
　
銀河が実際の川に合流する、 た合流する遠い にカム
パネルラがいることにより、現世と霊の世界 繋がっており、ジョバンニとカムパネルラが精神的に一緒にいることが象徴的に暗示される。　
第三次稿では、ブルカニロ博士が以下のようにジョバンニに
教える。
「おまへのともだちがどこかへ行ったのだらう。あのひとはね、ほんたうにこんや遠くへ行ったのだ。おまへはもうカムパネルラをさがしてもむだだ。 」「ああ、どうしてなんですか。ぼくはカムパネルラといっしょにまっすぐに行かうと云ったんです。 」「あゞ、さうだ。みんながさう考へる
けれどもいっしょ
に行けない。そしてみんながカムパネルラだ
（11
（
。 」
　
ここでは、第四次稿から削除されたブルカニロ博士という人
物の説教のなかに「みんながカムパネルラだ」という不思議な言葉がある。この言葉については、川村は「ジョバンニ・生者が〝カムパネルラ〟という死者たちを背負って、この世を歩んで行くこと、それがカムパネルラと つまでも一緒に生きることだ、 とブルカニロ博士は教えている
（11
（
。 」 と指摘する。要するに、
死者の世界と生者の世界が断絶しているのではなく、生者は死者を背負うのである。ジョバンニ カムパネルラと共に銀河鉄道を行くことはできないが、 みんな（数えきれない普遍的な〈カムパネルラ〉に成される〈みん
な
（11
（
〉 ）の幸いのために積極的に
活躍することにより、カムパネルラと一緒にいることができるのである。
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第四次稿にはカムパネルラが姿を消すとき（第二フェーズ）
に、 「
向うの河岸に二本の電信ばしらが丁度両方から
腕
を組ん
だように赤い腕木をつらねて立っていました」 と書かれており、ジョバンニとカムパネルラが精神的に一緒にいることが更に象徴的に暗示される。これは、ジョバンニが学んだことであり、始めに先生が問いかける「ぼんやりと白いものがほんたうは何か」の「ホントウ」にも繋がっている。 「ぼんやりと白 もの」は銀河のことであり、 あの世の とを暗示して る。 「ホントウとは、我々に完全不可知であるあの世、ひ てはあの世に行った人 、どう一緒にいられるのかという 示しているのである。それを知ることができるのは、両界を行き来できる媒介者のシャーマンであ 。　
もう一つ注目したいのは、ジョバンニが銀河で体験したこと
がそこで終わるのではないことである。現世に戻るジョバンニは、銀河で出会った霊的な存在との交流で得た「力能」 （既に挙げた佐々木宏幹の定義にある用語）を利用し、コミュニティのために役割を果たす。これはシャーマンの特徴 も 。本文では「ジョバンニはもういろいろなことで胸がいっぱいでなんにも云へずに博士の前をはなれて早くお母さんに牛乳を持って行ってお父さんの帰ること 知らせやうと思ふ も 目散
に
河原を街の方へ走りました。
」としか書いておらず、
一目散
に走るジョバンニ
の様子
しか読み取れ
ないが、
第三次稿
に
は
「
きっと僕は僕のために、僕のお母さんのために、カムパネルラのため みんなのためにほんたうのほんたうの幸福をさがすぞ（11
（
。」というジョバンニの決意があり、これからの彼が〈みん
なの幸〉のために惜しみ い努力を払うことが明白である。
四、結論
　
以上では「銀河鉄道の夜」にイニシエーション 構図がある
こと、そして、その構図は三段階（本論ではフェーズと名づけ、ファン・ヘネップの用語を利用して、それぞれを分離、過渡、 統合 いった）で成り立っているという川村の指摘を元に、ジョバンニの物語は、シャーマンが経るイニシエーション体験の物語として読むことができることを、示唆した。第一フェーズ〈分離〉では主人公ジョバンニのシャーマンになる傾向が描かれ、第二フェーズ〈過渡〉では孤独が重要である彼のイニシエーションの体験が語られ 最後の第三フェーズ〈統合〉では彼が戻るコミュニティでシャーマンのように役割を果たすことが暗喩されていることを、物 を辿りながら説明した。ジョバ
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ンニは、銀河を巡る旅へ出掛け、その旅の間に、彼を人間的に変質させる様々なことを学び、ある意味で生れかわる。前に挙げた佐々木によるシャーマンの定義の言葉でいうと、生まれ変わるためのイニシエー ョンは、 「超自然的存在（神霊・精霊）との直接接触・交流」も含まれる。ジョバンニの魂が異界へ飛翔するトランスのような状態で行われるため、シャーマニックなイニシエーションである。　
本論では何を試みたかというと、 「銀河鉄道の夜」の物語、
その筋を理解するための一つの鍵
キー
を示唆することである。ほか
のモチーフや影響を否定し、この物語の全てを ニズムの観点から解釈するというわけではない。例えば 二ズムには現代的な汽車での旅という概念はない。 「夜の軽便鉄道」は確かに「銀河鉄道の夜」が書かれた当時 岩手軽便鉄道の沿線風景の印象を受けて想像されたも である。さらに、乗り物として銀河 汽車は大乗仏教 大乗とい 意味にお て象徴的に関わっ いるかもしれない。しかし、この物語において最も重要なのは空への旅である。乗り物事体は ジョバンニが一時的に乗客 なり、そ ために、特殊 乗 券をもらうとともに、未知の世界にイニシエーションができるユニークなチャンスが与えられたという側面でしか重要でない。ジョバンニ
銀河で学んだのは仏教的な教えであると憶測することができる。しかし、それよりも大事なのは、旅に出掛け、その旅の間に様々な精霊に出会い、最終的に戻って生まれ変わるということである。　
繰り返しになるが、 「銀河鉄道の夜」を読むには、仏教の、
キリスト教の、自然科学などの要素を無視してはいけない。ケンタウル祭は七夕やお盆の引喩な かもしれない。 ジョバンニ、カムパネルラ、ザネリは西洋 名前のようであり、十字架のシンボルは何度も物語に現れる。さらに、物語に出てくる「不完全な幻想第四次」は、当時において最先端な科学であった相対性理論 どを十分に考えさせる。では、 ぜ頑として、ジョバンニの旅をシャーマンの旅とする必要があ のだろうか。その問いの答えとしては、次の上田哲の意見を引用したい。
賢治と宗教の問題を考えるとき、法華経とのかかわりがどうの、キリスト教の投影が云々 論ずることももちろん大切だが、この〈異空間〉認知は、賢治の宗教意識を解明する最も重要なキーとなるのではないかと私は考えている
（11
（
。
賢治と宗教のかかわりについては、かかわった特定の宗教
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の視点からの論述も大切であるが、それを超えて宗教学的視点から綜合的に考察する必要があると思う。従来、そのような研究は、余り進んでない〔後略
（1
（
〕
　
シャーマニズムは、 「 〈異空間〉認識」を重要とし、 「宗教学
的視点」を与えるからであり、 「銀河鉄道の夜」の場合ではテクストの理解に重要な軸を与えるからである。仏教、キリスト教、科学などはテクストのローカルな理解しかもたらさらず、シャーマ二ズムはグローバル 理解へ導く。はどのような物語 のかと言おうとするならば、例えば、法華経に描かれている真実についての物語だ、天文学から見る宇宙についての物語だとかは言い切れないが、シャ マンになるジョバンニのイニシエーション的な旅の物語だ 仮定するとそれほどリスクはなく、受け入れることができるだろう。〔注〕（
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二〇〇一年一二月 四日）参照。
（
7）　
同前（三～四頁）参照。
（
8）　
同前（九五頁）参照。
（
9）　
岡部隆志「 『銀河鉄道の夜』論―〈巫者〉としてのジョ
285
バンニ」 （ 『宮沢賢治【特集ジョバンニ】 』洋々社、二〇〇六年一〇月、第
17号、六三～七三頁）参照。
（
10）　
同前（六九～七〇頁）参照。
（
11）　
同前（七〇頁）参照。
（
12）　
この論文は英語で書かれ、
Shamanism and Narrative Tech-
niques in M
iyazawa Kenjiʼs G
ingatetsudō no yoru (T
he N
ight of 
the M
ilky W
ay R
ailroad) という題でブリティッシュ・コロ
ンビア大学による
Japanese Studies in Canada （
Bernard Saint-
Jaques, M
atsuo S
oga
編）のなかに収められている。 （一〇三
～一一四頁）参照。入手困難のため、直接執筆者から複写を頂いた。ここに感謝の意を表す。
（
13）　
原文の
Literary shamanistic techniques
の和訳。それは
literary (particularly narrative) techniques w
hich parallel those 
com
m
only used by ancient and m
odern sham
ans all over the 
w
orld, and m
ore specifi
cally the techniques the techniques used by 
S
iberian sham
anism
である（一〇三頁）と萩原が説明を加わ
える。
（
14）　
同前（一〇五頁）参照。
（
15）　
萩原孝雄『宮澤賢治――イノセンスの文学――』 （明治
書院、一九八八年九月三〇日）の第四章はその 例である。
（
16）　
川村邦光「ジョバンニと弔いのイニシエーション」 （ 『弔
いの形をめぐる歴史民俗学的研究
2014
年度科研中間報告書』
国際日本学研究会、二〇一五年三月一日、一八頁）参照。
（
17）　
ファン・へネップ『通過儀礼』綾部恒雄・綾部裕子訳
（岩波書店、二〇一二年八月一七日、二三頁）参照。初版
：
A
rnold V
an G
ennep, Les rites de passage, E
m
ile N
ourry, 1909, 
Paris.
（
18）　
村瀬学『 「銀河鉄道の夜」とは何か』 （大和書房、
一九八九年七月一〇日、二五～二六頁）参照。
（
19）　
堀一郎『日本のシャーマニズム』 （講談社、一九七一年
七月一六日、三 頁）参照。
（
20）　
原子朗『定本宮澤賢治語彙辞典』 （筑摩書房、二〇一三
年八月二〇日、四九六～四九七頁）参照。
（
21）　
前掲（七頁）参照。
（
22）　
Ｍ・エリアーデ『シャーマニズム
　
古代的エクスタシー
技術』堀一郎訳（冬樹社、一九七四年一一 二五 一〇頁）参照。
（
23）　『 【新】 校本宮澤賢治全集第十巻童話Ⅲ本文篇』 （筑摩書房、
一九九五年九月二十五日、一七六頁）参照。
（
24）　
前掲（三一頁）参照。
286
（
25）　
ミルチャ・エリアーデ『加入礼・儀式・秘密結社。神秘
の誕生――加入礼の型についての試論』前野佳彦訳（法政大学出版局、二〇一四年一月二四日、八頁）参照。
（
26）　『 【新】 校本宮澤賢治全集第十巻童話Ⅲ本文篇』 （筑摩書房、
一九九五年九月二五日、 七四頁）参照。
（
27）　
前掲（六三頁）参照。
（
28）　
普遍的な〈カムパネルラ〉については、特に同前（六〇
～六三頁、一〇七～一〇九頁）の説明が意味深い。
（
29）　『 【新】 校本宮澤賢治全集第十巻童話Ⅲ本文篇』 （筑摩書房、
一九九五年九月二十五日、一七六頁）参照。
（
30）　
上田哲 「賢治文学の宗教学的考察 《試論》 」 （梅田鉄夫編 宮
沢賢治
　
第二号
　
特集―賢治と宗教』洋々社、一九八二年六
月一五日、六二頁） 。
（
31）　
同前（七八頁） 。
 
（べるちゃ
　
あどりあん／本学大学院生）
